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研究成果の概要（和文）： 
臨床看護の知識要素の特定，臨床看護の動態をよりよく表現する構造の特定，電子コンテンツ
の事例整備を行い，コンテンツ事例（がんの手術を受ける患者状態，がん以外の手術を受ける
患者状態 ，疾患別の患者状態，症状別の患者状態，周産期の母体と新生児 ，在宅患者）を作
成し，書籍化した．これら知識コンテンツは，臨床における看護の思考プロセスを誘導するツ
ールとなり得ること，看護実践と看護記録の質向上を推進するものとなると考えられた．  
 
研究成果の概要（英文）： 
We have been making an effort to develop the Nursing Care Contents for the patients with the symptom “nausea” 
and the sign “vomiting” using the Master File of Standardized Nursing Practice Terminology, which has been also 
developed by us. Next step, we have developed the Nursing Care Contents for the patients with mild to moderate 
and severe community-acquired pneumonia, the Nursing Care Contents for the patients undergoing gastrectomy 
due to stomach cancer in conformity and the Nursing Care Contents for navigating the thinking process of 
midwives in their practice of labor. The Nursing Care Contents is a tool to navigate the thinking process of nurses 
in the clinical settings. Its standardization will promote the quality nursing and nursing care documentation. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 急性期病院における医療の質安全を保証
する上で，看護のふるまいと力量は大きく影
響する．現時点では，このようなふるまいや
力量は，経験知にもとづいているため，エキ
スパートナースの経験知を暗黙知から可視

化された状態にし，知識の共有化を図ること
が必要である．ナースは医行為とケア行為の
両者を行うが，それらは当該患者の状態に適
応させたタイミングで実施している． 
 しかしながら，これらの臨床看護知識を再
利用するための構造特定と，知識コンテンツ
化はすすんでいない． 
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２．研究の目的 
 
臨床看護の質保証・質マネジメントが求め

られている．この場合の質には当然安全の概
念も入っている．医療は患者状態に適応して
提供されるサービスであることから，臨床場
面における看護にも状態適応のための看護
機能が入っている．ある患者状態に対して適
用される医療介入は，そのものに生体侵襲性
があることから，「患者状態監視機能」が重
視される．病棟においてこの重要な機能を 24
時間実行しているのが，看護である．ところ
が，ある患者状態における問題状態出現の観
察や，問題状態をおこさない未然防止のケア
に関する臨床看護知識が，臨床現場でより活
用しやすい形で，可視化・標準化・共有化さ
れているとはいいがたい状況にある． 
そこで，臨床の中に存在する看護実践知識

を，構造的に可視化し，再利用することを本
研究の目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
 
3.1.疾患治療別の看護に関する観点の整理 
観察の目的を観察の焦点と置き換え，「疾

患に起因する症状」「手術および生体侵襲の
強い検査・処置に起因する合併症」「投与さ
れた薬剤による有害事象」と，おいた．また
ケア行為の目的を，「医療介入によって発生
するケアニーズを充足するためのケア」「手
術および生体侵襲の強い検査・処置に起因す
る「合併症」の発生防止のためのケア」「投
与された薬剤による「有害事象」の発生防止
のためのケア」と，おいた． 
提供する観察やケアが，どの目的のために

実施されているのかを分析し，整理した結果，
ある観察は前述した 3つすべてを目的として
いる場合もあり，1 つあるいは２つの場合も
ある．このような看護観察のコンテンツは，
行っている看護観察や看護ケアの意味を深
く考えることを支援できる．またこれらのコ
ンテンツは，当該患者状態の際に，優先して
行うべき看護といえるため，これらの観察項
目は看護計画に盛り込むべき候補とするこ
とができる．これらは，「構造化された臨床
看護知識」といえる．構造化されたものの再
利用性は高まるため，看護計画立案・実施の
際に再利用できると考えられる．また標準コ
ンテンツと実施内容との比較により，実行内
容の分析・評価ができる．毎日の看護を実施
している中で観察結果を解釈する場合にも
再利用できるであろうし，看護記録から解釈
される看護のシナリオを検討するときにも
再利用できると考えられる．学生や新人看護
師にとっては，学習教材という形で再利用で
きる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
3.2.症状別の看護の観点 
症状別の患者状態に適応した看護知識で

は，観察目的が少し異なる．患者がある「症
状」を訴えた場合には，その原因を探ってい
くことが重要となる．またその症状の持続に
よって連鎖する症状の出現を食い止めるこ
とが重要となる．よって，観察の目的は，「注
目症状」，「想定原因」，「連鎖症状」と置いた．
また，看護ケア行為の目的は，「注目症状に
対するケア」，「想定原因除去のためのケア」，
「連鎖症状を未然防止するためのケア」とし
た． 
 
3.3.コンテンツ作成方法 
医療機能として特に重視される「急性期入

院医療」「在宅医療」「周産期(医療)」の 3領
域について，患者状態の観点から領域毎に数
個のフェーズ(例・術前準備期・術後急性期・
回復期)に分離し，フェーズ毎に重視される
「問題となる患者状態」を特定し，その出現
状態監視のための看護実践(観察)と，その出
現を未然防止するための看護実践(ケア行
為)」に分類して，それぞれ目的別に構造化
した看護実践知識のコンテンツを構築した．
また，患者に苦痛を与えるイベントドリブン
タイプの症状に対する臨床看護実践知識の



 

 

コンテンツも構築した．本研究では知識の抽
出と再利用を目的としていることから，看護
要素としての標準が要求される．よって，看
護要素には MEDIS看護実践標準用語マスター
(観察編・行為編)1)を用いた．医療領域別に
作成すべき臨床看護実践知識セットの俯瞰
リストを作成し，すべての臨床看護実践知識
コンテンツを構築することを目標とした． 
はじめは，以下のコンテンツ構築を対象とし
て，方法論の妥当性・有用性を検証すること
とした 2)．検証として，1000 床の病院の看
護部門との共同研究によるコンテンツの作
成と活用を行った． 
・がんの手術を受ける患者状態 
・がん以外の手術を受ける患者状態 
・疾患別の患者状態 
・症状別の患者状態 
・侵襲の高い検査・処置別の患者状態 
・周産期 
・在宅ケア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
3.4.検証方法 
 
 1000 床の病院の看護部門によって，整形外
科系のコンテンツの作成と，共同レビュー，
その後の教育面からの活用が行われた． 
 これらの方法論・コンテンツ・臨床現場で
の作成可能性と活用可能性について，日本看
護管理学会年次大会のインフォメーション
イクスチェンジで約 100 名の参加者(看護管
理者)に提示し，意見交換を行い，臨床看護
知識の有用性に関する評価を行った． 
 
 
４．研究成果 
 
各種コンテンツの開発過程において，看護

実践の構造化モジュールの種類と各コンテ
ンツが特定されていき，新たな臨床看護実践
知識の構造化を行う際に必要とする部品群
が整備される可能性が示唆された．つまり，
これら部品の組み合わせで新たな臨床看護
実践コンテンツを生成できることがわかっ

た． 
 また 1000 床の病院の看護部門によって，
整形外科系のコンテンツの作成と，共同レビ
ュー，その後の教育面からの活用が行われた．
その結果，方法論の妥当性とコンテンツの有
用性が確認された． 
 日本看護管理学会年次大会のインフォメ
ーションイクスチェンジでは，このような臨
床看護知識コンテンツの必要性・有用性が合
意された．参加者中，複数の病院の看護部
長・情報担当看護師長等から，本活動に対す
る参加の意思表明もみられた． 
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